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日
光
市
文
化
協
会
日
光
支
部
長

千

田

孝

明

日
光
市
文
化
協
会
日
光
支
部

は
、
こ
こ
数
年
来
、
コ
ロ
ナ

の
た
め
に
、
諸
事
業
に
つ
い

中
止
や
活
動
制
約
な
ど
の
対

を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

が
、
昨
年
度

（令
和
五
年
度
）

、
よ
う
や
く
通
常
の
形
で
開

し
て
い
く
方
向
で
進
ん
で
ま

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
総
合
会
館
が
令
和

年
を
も

つ
て
閉
館
し
た
た
め
、

光
市
民
文
化
祭
は
、
展
示
部

は
日
光
公
民
館
、
ス
テ
ー
ジ

門
は
日
光
市
今
市
文
化
会
館

の
開
催
で
、
会
場
や
時
間
が

々
と
な
り
ま
し
た
。

と
は

い
え
開
催
に
あ
た
り
、

示
部
門
で
は
、
開
催
中
の
ア

ー
ル
を
す
る
た
め
に
新
た
に

ぼ
り
旗
を
入
口
付
近
に
立
て

た
り
、
コ
ー
ラ
ス
わ
た
す
げ
の

合
唱
イ
ベ
ン
ト
や
日
光
和
敬
会

に
よ
る
茶
席
を
設
け
る
な
ど
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
部
門
に
つ
い
て
は
、
今

回
は
今
市
支
部
と
の
合
同
開
催

で
あ

っ
た
た
め
、
日
光
支
部
と

し
て
の
独
自
性
を
発
揮
す
る
と

い
う
観
点
で
は
、
課
題
を
残
し

た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
視
察
研
修

（益
子

方
面
）
で
は
、
日
光
湯
元
の
旧

南
間
ホ
テ
ル
別
館
を
移
築
し
た

「
ま
し
こ
悠
和
館
」
や
、
外
池

酒
造
の
見
学
会
。
第
四
十
七
回

栃
木
県
文
化
振
興
大
会

（真
岡

市
民
会
館
）
参
加
事
業

で
は
、

文
化
奨
励
賞
受
賞
者
に
よ
る
剣

舞

・
詩
舞
や
地
元
団
体
に
よ
る

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
鑑
賞

や
、
国
指
定
文
化
財
の
入
野
家

住
宅

（市
貝
町
）
の
見
学
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
、
日
光
市
民

文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
展
示
部

門
と
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
会
場
や

開
催
日
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の

反
省
を
ふ
ま
え
て
、
検
討
実
施

し
て
い
き
た
く
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
日
光
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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「文1とのつどいにつこうJは
文1と協会ホームページにてご覧いただけます

日光市文イヒ協会日光支部の活動をお矢□らせする機関紙

ぜひホームページをご覧ください

【記事一覧】

・会長挨拶  ・特集「日光小学校 150周年」 。日光市民文イと祭  。日光茶会
・視祭研修報告  ・第 4ワ 回栃木県文化振興大会報告  ・令和5年度活動報告
・令和6年度活動案内  。小杉放奄記念日光美術館だより
。活動紹介 (ピノキオコーラス・晃華会 。日光和敬会)

・日光市文化協会日光支部会員募集について

。日光市文1と協会のホームページの見方●

「日光市文化協会」で検索、またはアドレス欄にURLを入カ ュlil(|く1)1)tr!伊 ‖4iv(〕 .C11ツ trイ t
そのltt SNS   X (Itt twitter) @Nikko_bunkyo   instagram nikko_bunkakyokai

日光市文化協会日光支き[は日光地以で活動する文イヒ団体が

協力し′て活動することで、日光市内の支化云術の普及 。発展

に寄与することを目的としています。

◎文化協会日光支部の主な事業◎

日光市民文化祭

文化協会日光支部視察研修

1馬木県文イヒ振興大会

機関紙 「文化のつどい につこう」発行
～その他～

日光市教育委員会後援名義

日光市文イヒ協会後援名義

文イヒ協会日光支部事業ロカ成金交付

【お問合せ】

日光市文イヒ協会日光支部

事務局 日光公民館 (担当 :石川・相ケ瀬 )
〒321-1492 日光市御幸阿 4-1
日光行政センダー肉 日光公民館
TEL 0288-53-3700 FAX 0288-54-2425
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（３） 文化のつどいにっこう  

 

本
校
は
明
治
七
年
一
月
二
十

四
日
、
現
在
の
上
鉢
石
町
に
在

り
ま
す
天
台
宗
観
音
寺
に
鉢
石

学
舎
と
し
て
開
設
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
一
万
三
千
七
百
三
十
一
名

の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
今
年
度

で
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

本
校
の
学
校
教
育
目
標
は

「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
に
感
謝
し
、 

活
力
あ
る
児
童
の
育
成 

い
の

ち
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
・
自

ら
学
ぶ
子
ど
も
・
気
品
の
あ
る

子
ど
も
」
で
す
。
特
に
、「
気
品

の
あ
る
子
ど
も
」
は
、
昭
和
四

十
三
年
か
ら
五
十
五
年
間
変
わ

ら
ず
学
校
教
育
目
標
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。 

私
は
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち

に
は
「
気
品
の
あ
る
子
ど
も
」

に
相
応
し
く
、
地
域
の
皆

様
に
「
愛
さ
れ
る
子
ど
も
」

と
し
て
育
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
校
が
位
置
し
て

い
る
日
光
地
域
は
、
世
界

遺
産
「
日
光
の
社
寺
」
を

は
じ
め
、
歴
史
、
伝
統
文

化
、
自
然
な
ど
が
豊
富
な

地
域
で
、
世
界
に
誇
る
観

光
地
で
あ
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
教
育

資
源
を
通
し
て
、
本
地
域
の
良

さ
に
気
づ
き
、
考
え
、
学
ぶ
こ

と
は
「
ふ
る
さ
と
日
光
」
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
愛

着
や
誇
り
（
日
光
が
好
き
）
を

育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
卒

業
す
る
時
に
は
「
わ
た
し
は
日

光
が
大
好
き
」「
ぼ
く
は
日
光
が

自
慢
で
き
る
」
と
い
う
子
ど
も

と
な
る
よ
う
、
教
職
員
共
々
尽

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
本
校
が
本
地
域
の

子
ど
も
の
未
来
を
担
う
教
育
の

場
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
で
き

ま
す
よ
う
、各
自
治
会
の
皆
様
、

二
社
一
寺
を
始
め
と
し
ま
す
社

寺
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
な

ど
か
ら
御
支
援
・
御
協
力
を
賜

れ
れ
ば
幸
甚
で
す
。 

日
光
市
立
日
光
小
学
校
長 

 

丹
治 

良
行 

 

特集 

◀創立 150周年記念運動会 

明治３１年(1899）建立の二つ目の校舎 

創立 150周年記念日小フェスティバル 

創立 150周年記念式典 



 文化のつどいにっこう （４） 

 

令
和
５
年
度
、
日
光
市
民
文

化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
は
日
光

市
全
体
の
文
化
協
会
が
一
体
と

な
り
、
十
月
の
十
三
～
十
五
日

の
三
日
間
、
日
光
市
今
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
光
支
部
か
ら
は
、吹
奏
楽
、

マ
ジ
ッ
ク
、
謡
曲
、
筝
曲
、
コ

ー
ラ
ス
等
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
種
目
の
団
体
が
出
演

し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

展
示
部
門
は
十
一
月
の
十
一
、

十
二
日
に
日
光
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
光
地
域
の
有

志
が
制
作
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
は
ど

れ
も
魅

力
的
で

し
た
。

日
光
和

敬
会
に

よ
る
お

茶
席
や
日
光
少
年
少
女
合
唱
団

と
コ
ー
ラ
ス
わ
た
す
げ
に
よ
る

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
も
好
評
で
多
く

の
お
客
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

十
月
一
日
（
日
）、
小
雨
の
降

る
中
、
元
年
度
以
来
四
年
ぶ
り

の
日
光
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 市

内
で
活
動
す
る
三
団
体
か

ら
な
る
日
光
和
敬
会
が
中
心
と

な
り
、
日
光
山
輪
王
寺
本
坊
表

書
院
に
表
千
家
、
日
光
山
輪
王

寺
紫
雲
閣
一
階
に
裏
千
家
、
二

階
に
大
日
本
茶
道
学
会
が
そ
れ

ぞ
れ
席
を
設
け
て
お
客
様
を
お

も
て
な
し
し
ま
し
た
。 

 

県
内
外
か
ら
お
越
し
の
お
客

様
が
、
各
会
場
な
ら
で
は
の
風

情
を
楽
し
み
な
が
ら
優
雅
な
茶

席
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
五
年
度 

日 

光 

茶 

会 

日光山輪王寺紫雲閣 2階 

（大日本茶道学会） 

日光山輪王寺紫雲閣 1階（裏千家） 

日光山輪王寺本坊表書院（表千家） 



（５） 文化のつどいにっこう  

 

  
● 
ま
し
こ
悠
和
館 

● 

窯
元
つ
か
も
と
本
店 

● 

外
池
酒
造
店 

 

（
す
べ
て
益
子
町
）  

ま
し
こ
悠
和
館 

 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）

開
館
さ
れ
た「
ま
し
こ
悠
和
館
」

は
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三

年
）
日
光
湯
元
温
泉
か
ら
移
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

明
治
十
五
年
創
業
と
さ
れ
る
南

間
ホ
テ
ル
の
別
館
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
高
度
経
済
成
長

期
の
当
時
、
文
化
財
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
な
い
明
治
時
代
の

建
物
を
益
子
に
移
設
す
る
こ
と

は
「
異
端
的
」
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
刺
激
（
第
二
い
ろ
は
坂
・
金

精
道
路
）
で
日
光
の
宿
泊
施
設

は
ま
さ
に
新
築
拡
張
路
線
の
途

上
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

や
や
穿 う

が

っ
た
南
間
ホ
テ
ル

宣
伝
に
「
バ
ー
ド
女
史
ゆ
か
り

の
旅
館 

政
府
登
録
国
際
観
光

旅
館 

日
光
国
立
公
園
湯
元
温 

             泉 

南
間
ホ
テ
ル
」
と
み
え
る
。

バ
ー
ド
女
史
と
は
も
ち
ろ
ん
明

治
期
来
訪
の
英
女
流
探
検
家
イ

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
で
あ
る
。
旅

館
と
は
呼
ば
ず
に
明
治
期
か
ら

日
本
式
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
訪
れ

る
外
国
人
の
欲
し
い
も
の
は
大

抵
提
供
で
き
た
と
い
う
。 

「
ま
し
こ
悠
和
館
」
で
は
「
上

皇
殿
下
の
皇
太
子
時
期 

皇
太

子
明
仁
親
王
最
後
の
疎
開
先 

南
間
ホ
テ
ル
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
湯
ノ
湖
湖
畔
に
あ
っ

た
頃
を
知
る
者
と
し
て
は
、
懐

か
し
さ
以
上
に
『
そ
の
ま
ま
の

外
観
、よ
く
ぞ
残
し
て
く
れ
た
』

の
感
動
が
第
一
印
象
で
あ
っ
た
。 

 

内
部
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
部
分

が
多
い
が
、
立
派
な
木
製
階
段

は
そ
の
ま
ま
で
、
今
の
感
覚
か

ら
す
る
と
勾
配
が
き
つ
い
。「
御

座
所
」
は
思
い
の
ほ
か
シ
ン
プ

ル
で
あ
っ
た
。
太
い
変
木
床
柱

の
み
が
貫
録
で
あ
り
、
他
の
柱

や
長
押
ま
た
欄
間
も
い
た
っ
て

地
味
に
見
え
る
。
し
か
し
昭
和

二
十
年
八
月
の
空
気
に
思
い
を

馳
せ
て
み
れ
ば
、
重
厚
な
歴
史

を
垣
間
見
る
錯
覚
に
惑
う
。 

 

中
学
生
に
問
い
か
け
： 

「
日
本
の
歴
史
で
最
大
の
変
革

が
起
き
た
の
は
何
時
か
」 

大
化
の
改
新
、
鎌
倉
幕
府
、
関

ヶ
原
合
戦
、
で
は
な
く
日
本
の

敗
戦
（
第
二
次
大
戦
終
結
）
す

な
わ
ち
昭
和
二
十
年
八
月
が
何

と
い
っ
て
も
日
本
史
上
最
大
の

激
変
で
あ
っ
た
。 

 

「
ま
し
こ
悠
和
館
」
の
佇
ま

い
を
眺
め
る
と
、
そ
の
歴
史
の

一
場
面
が
克
明
に
刻
み
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
心
に
浸
透
し
て

く
る
。 

 
 
 
 
 
 

日
光
史
談
会 

小
島 

喜
美
男 

 

                          

視 

察 

研 

修 

▲
◀
外
池
酒
造
店
に
て 

和
食
処
「
杣
（
そ
ま
）」 



 文化のつどいにっこう （６） 

 

見
学
先 

入
野
家
住
宅
（
市
貝
町
） 

会
場 

KOBELCO

真
岡
い
ち
ご
ホ
ー
ル 

（
真
岡
市
民
会
館
） 

  

第
四
十
七
回
栃
木
県
文
化
振

興
大
会
が
一
月
二
十
日
、
真
岡

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
空
の
中
、
足
尾
支
部
か
ら
の

参
加
者
十
一
名
と
日
光
支
部
の

四
名
、
計
十
五
名
と
事
務
局
三

名
で
出
発
し
ま
し
た
。 

 

事
務
局
が
作
成
し
て
く
れ
た

レ
ジ
メ
を
読
み
な
が
ら
車
中
を

過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
最
初
の

見
学
地
「
入
野
家
住
宅
」
に
到
着

し
ま
し
た
。
市
貝
町
の
国
指
定

文
化
財
「
入
野
家
住
宅
」
は
、
い

わ
ゆ
る
茅
葺
の
古
民
家
で
竹
藪

の
中
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

将
軍
で
は
な
い
が
一
段
高
い
座

敷
や
隠
し
部
屋
も
あ
り
、
代
々

の
大
庄
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
住
宅

で
し
た
。 

 

道
の
駅
ま
し
こ
で
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
昼
食
を
と
り
、
買
い
物

を
し
て
か
ら
真
岡
市
民
会
館
へ

向
か
い
ま
し
た
。 

真
岡
市
民
会
館
は
立
派
な
会

館
で
し
た
。
文
化
奨
励
賞
受
賞

者
の
五
月
女
凱
昴
さ
ん
の
表
彰

が
あ
り
、
記
念
式
典
終
了
後
に

演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。「
吟

詠
剣
詩
舞
」
と
は
詩
吟
と
剣
舞

を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
初
め
て

知
る
分
野
で
し
た
が
息
を
の
む

よ
う
な
見
事
な
演
舞
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
真
岡
市
の
尊
徳
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
腹
に
し
み
る

和
太
鼓
や
、
芳
賀
町
民
舞
会
の

舞
踊
が
あ
り
、
最
後
に
も
て
ぎ

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
教
室
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
会
場
入
り
口
に
は
特
別
展

示
と
し
て
芳
賀
地
方
芸
術
祭
賞

を
受
賞
し
た
作
品
の
数
々
が
展

示
さ
れ
て
い
て
、
鑑
賞
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

朝
は
寒
か
っ
た
の
で
す
が
晴

天
の
中
良
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

 

事
務
局
の
方
、
安
全
に
運
行

さ
れ
た
運
転
手
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

日
光
書
道
連
盟 

鈴
木 

浩 

五月女凱昴氏による 

吟詠剣詩舞 

真岡市 

尊徳太鼓保存会 

芳賀町民舞会による 

藤娘 

もてぎ 

ヒップホップ教室 

入野家住宅前にて 

日
光
市
文
化
協
会
の
集
合
写
真 



（７） 文化のつどいにっこう  

 
               

令
和
５
年

度
は
企
画
展
と
し
て
、
「
新
た
な
時
代

の
エ
ト
ラ
ン
ゼ─

パ
リ
へ
渡
っ
た
日

本
人
画
家
た
ち 

１
９
５
０−

７
０
ｓ─

」
展

を
９
月
16
日
（
土
）
か
ら
11
月
19
日

（
日
）
に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

第
二
次
世
界
大
戦
、
１
９
５
０
年
か

ら
７
０
年
代
に
か
け
て
、
日
本
の
若
き

洋
画
家
た
ち
が
続
々
と
パ
リ
の
地
を

踏
み
ま
し
た
。
日
光
出
身
の
入
江
観
は

１
９
６
２
年
に
渡
仏
し
、
フ
ラ
ン
ス
国

立
美
術
学
校
で
モ
ー
リ
ス
・
ブ
リ
ア
ン

シ
ョ
ン
に
師
事
。
帰
国
後
は
、
青
空
の

下
に
広
が
る
風
景
を
描
く
こ
と
で
独

自
の
画
風
を
確
立
し
ま
す
。
１
９
７
０

年
に
は
、
小
杉
放
菴
を
祖
父
に
持
つ
小

杉
小
二
郎
も
渡
仏
、
長
き
に
わ
た
っ
て

パ
リ
に
滞
在
し
、
静
謐
な
心
象
風
景
を

手
が
け
て
い
き
ま
し
た
。 

 

本
展
で
は
、
ほ
か
に
も
野
見
山
暁

治
・
赤
堀
尚
・
笠
井
誠
一
・
進
藤
蕃
・

植
田
寛
治
を
含
め
た
、
こ
の
時
代
に
渡

仏
し
た
洋
画
家
た
ち
７
名
に
よ
る
滞

欧
作
と
、
そ
の
前
後
の
作
品
を
一
堂
に

会
し
、
こ
の
地
で
の
学
び
が
彼
ら
の
画

業
に
ど
の
よ
う
に
し
て
活
か
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
、
現
代
洋
画
史
の
再
検
証

を
試
み
ま
し
た
。 

会
期
中
の
10
月
14
日
（
土
）
に
は
、

赤
堀
・
笠
井
・
入
江
・
小
杉
の
四
氏
を

お
招
き
し
、
出
品
作
家
に
よ
る
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
を
開
催
。
画
家
た
ち
が
パ
リ
で

学
ん
だ
こ
と
の
意
味
を
た
ど
り
、
青
春 

◆
教
育
普
及
事
業 

夏
休
み
に
あ
わ
せ
、
小
杉
放
菴
記
念

日
光
美
術
館
で
は
宿
題
お
助
け
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
上
手
く

な
る
子
ど
も
向
け
水
彩
画
教
室
２
０

２
３
」
を
８
月
６
日
（
日
）
、
８
月
８

日
（
火
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
（
各

午
前
・
午
後
の
２
回
ず
つ
実
施
）。 

大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
２
０
２
０
年
か
ら
開
催
で

き
な
い
で
い
た
た
め
、
４
年
ぶ
り
に 

時
代
の
思
い
出
話
に
も
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。 

開
催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。 

童
画
家
の
や
な
い
ふ
み
え
さ
ん
に

よ
る
、
学
校
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
水
彩

絵
具
の
塗
り

方
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
、
子

ど
も
た
ち
も

興
味
津
々
の

様
子
で
し
た
。 

 

令
和
６
年
度
事
業
案
内 

 

展

覧

会

を
は
じ
め
、

ギ

ャ

ラ

リ

ー
・
ト
ー
ク

や
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

に
お
け
る
音

楽
コ
ン
サ
ー

ト
、
美
術
に

親
し
む
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
も
の
を
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

 ◆
展
覧
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

４
月
13
日
［
土
］
～
６
月
16
日
［
日
］ 

企
画
展
：
は
し
も
と
み
お
展 

 

時
を
刻
む
い
き
も
の
た
ち 

７
月
６
日
［
土
］
～
９
月
１
日
［
日
］ 

 

大
い
な
る
山
々 

９
月
14
日
［
土
］
～
11
月
17
日
［
日
］ 

 

放
菴
没
後
60
年
記
念
展 

小
杉
放
菴
＋
小
杉
小
二
郎 

11
月
30
日
［
土
］ 

～
令
和
７
年
２
月
２
日
［
日
］ 

企
画
展
：
生
誕
１
０
０
年
記
念 

 

古
橋
義
朗
展 

２
月
15
日
［
土
］
～
４
月
20
日
［
日
］ 

世
界
遺
産
登
録
25
周
年 

 
 

描
か
れ
た
日
光
の
社
寺 

日光市山内２３８８－３ 電話（０２８８）５０－１２００ http://www/khmoan.jp/ 

◆
展
覧
会 

令
和
５
年
度
活
動
報
告 

「
新
た
な
時
代
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ 

―
パ
リ
へ
渡
っ
た
日
本
人
画
家
た
ち 

１
９
５
０−

７
０
ｓ
―
」 

 

復
活
！
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
上
手
く
な
る
子
ど
も
向
け
水
彩
画
教
室
２
０
２
３
」 

 



 文化のつどいにっこう （８） 

 

当
支
部
で
は
、
団
体
会
員
・
個
人

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
文
芸 

日
光
史
談
会 

 
 
 
 
 

郷
土
史 

日
光
ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

郷
土
史 

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

晃
華
会 

 
 
 
 
 

 
 
 

華
道 

日
光
書
道
連
盟 

 
 
 
 
 

書
道 

造
形
グ
ル
ー
プ
青
光
会 

絵
画
・
写
真 

日
光
和
敬
会 

 
 
 
 
 
 

茶
道 

晃
彫
友
の
会 

 
 
 
 
 

日
光
彫 

◎
ホ
ー
ル 

 

ピ
ノ
キ
オ
コ
ー
ラ
ス 

 

コ
ー
ラ
ス 

 

日
光
吹
奏
楽
団 

 
 
 
 

吹
奏
楽 

 

日
光
聡
雲
会 

 
 
 
 
 
 

謡
曲 

 

謳
晃
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

謡
曲 

 

コ
ー
ラ
ス
わ
た
す
げ 

 

コ
ー
ラ
ス 

 

日
光
山
勢
松
韻
会 

 
 
 
 

邦
楽 

 

マ
ジ
ッ
ク
１
・
２
・
３ 

マ
ジ
ッ
ク 

 

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ニ
ス
モ 

 

吹
奏
楽 

 

 

令
和
五
年
度
活
動
報
告 

◎
華 

道 

晃
華
会 

日
光
市
民
文
化
祭 

出
品
８
点 

 

◎
書 

道 

日
光
書
道
連
盟 

１１
月
１１
日
（
土
）
１２
日
（
日
） 

日
光
市
民
文
化
祭 

展
示
部
門 

 

３５
点
出
品 

日
光
公
民
館 

３
月
８
日
（
金
）
～
１６
日
（
土
） 

第
２１
回
日
光
書
道
連
盟
展 

開
催 

日
光
だ
い
や
川
公
園
緑
の
相
談

所 
展
示
ホ
ー
ル 

書
展
見
学
会
「
朴ぼ

く

豊ほ
う

展
」 

実
施 

柳
田 

紀
六
（
二
幸
） 

向
田 

秀
喜
（
秀
喜
） 

小
川 

憲
治
（
白
山
） 

田
中 

福
江
（
晃
玉
） 

近
嵐 

藤
枝
（
墨
酔
） 

柿
沼 

サ
カ
ヱ
（
栄
恵
） 

手
塚 

一
三
（
蕗
愁
） 

鈴
木 

浩
（
晃
雲
） 

齋
藤 

友
紀
枝
（
白
輪
） 

橋
本 

朋
子
（
白
苑
） 

池
亀 

淳
子
（
白
蓮
） 

 

日
光
書
道
連
盟
展 

出
品 

上
吉
原 

照
代
（
司
育
） 

 

毎
日
展
会
友 

出
品 

風
間 

眞
佐
子
（
香
泉
） 

 

県
芸
術
祭 

入
選 

 

下
野
書
展 

出
品 

 

県
連
盟
会
員
展
・
女
流
展 

出
品 

岩
渕 

美
樹
（
春
草
） 

 

萌
黄
会
書
展 

出
品 

 

藤
原
文
化
の
つ
ど
い 

出
品 

大
貫 

諒
子
（
諒
子
） 

井
上 

絹
子
（
絹
子
） 

髙
木 

悦
子
（
悦
子
） 

椎
谷 

祐
子
（
祐
子
） 

湯
澤 

幸
子
（
幸
子
） 

 

日
光
市
・
日
光
書
道
連
盟
展 

出
品 

 

朴
豊
展 

出
品 

石
戸 

絹
江
（
松
波
） 

 

毎
日
展 

秀
作
賞 

創
玄
展
審
査
会
員 

出
品 

県
芸
術
祭 

入
選 

下
野
書
展 

出
品 

   

◎
絵
画 

造
形
グ
ル
ー
プ 

青
光
会 

８
月
８
日
（
火
）
～
１３
日
（
日
） 

二
〇
二
三
青
光
会
絵
画
展
覧
会 

杉
並
木
公
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
武

上
今
市
駅
舎 

渡
邊 

展
子 

齋
藤 

正
喜 

齋
藤 

洋
一 

齋
藤 

芳
晃 

鈴
木 

順 
佐
々
木 

教
綱 

小
島 
龍
夫 

齋
藤 

靖
彦 

福
井 

辰
次 

福
井 

満 

星
野 

譲
一 

高
橋 

忠
吉 

江
藤 

光
一 

１１
月
１１
日
（
土
）
１２
日
（
日
） 

日
光
市
民
文
化
祭
展
示
部
門 

出
品 

日
光
公
民
館 

高
橋 

忠
吉 

星
野 

譲
一 

 

文
化
の
つ
ど
い
に
っ
こ
う
挿
絵 

◎
茶
道 

和
敬
会 

６
月
１１
日
（
日
） 

 

県
民
の
日 

お
茶
接
待 

 
 

日
光
田
母
沢
御
用
邸 

７
月
１
日
（
土
） 

 

日
光
公
民
館
ま
つ
り 

お
茶
接
待 

 
 

日
光
公
民
館 

１０
月
１
日
（
日
） 

 

日
光
茶
会 

 

輪
王
寺
本
坊
・
紫
雲
閣 

１１
月
１１
日
（
土
） 

 

日
光
市
民
文
化
祭 

お
茶
接
待 

 
 

日
光
公
民
館 

 

◎
声
楽 

ピ
ノ
キ
オ
コ
ー
ラ
ス 

６
月
３
日
（
土
） 

 

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

１０
月
１３
日
（
金
） 

日
光
市
民
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
部
門 

出
演 

 
 

日
光
市
今
市
文
化
会
館 

 

コ
ー
ラ
ス
わ
た
す
げ 

７
月
１
日
（
土
） 

 

日
光
公
民
館
ま
つ
り 

ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
100
人
分
作
成
完
売
と
コ
ー
ラ
ス
発
表 

 
 

日
光
公
民
館 

１１
月
１１
日
（
土
） 

 

日
光
市
民
文
化
祭
展
示
部
門
に
て 

コ
ー
ラ
ス
発
表 

 
 

日
光
公
民
館 

女
声
三
部
合
唱
団 

指
導
者
：
宮
地 

ゆ
み
先
生 

練
習
：
毎
週
月
曜
日 

午
後
２
時
～
４
時 

場
所
：
日
光
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

◎
器
楽 

日
光
吹
奏
楽
団
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
） 

・
演
奏
活
動 

１０
月
１４
日
（
土
） 

日
光
市
民
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
部
門 

出
演 

 

会
場
：
日
光
市
今
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル 

 

時
間
：
１１
時
２５
分
～
１２
時
（
２５

分
間
）
4
曲
演
奏 

全
日
裏
方
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力 

１１
月
２６
日
（
日
） 

日
光
吹
奏
楽
団
演
奏
会 

 

会
場
：
日
光
市
今
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル 

 

時
間
：
午
後
２
時
開
演
（
120
分
間
） 

 

16
曲
演
奏 

入
場
無
料 

１
月
２６
日
（
金
） 

 

囲
碁 

第
４８
回
棋
聖
戦
７
番
勝
負

第
３
局
「
前
夜
祭
」 

依
頼
演
奏 

 

場
所
：
日
光
千
姫
物
語 

 

時
間
：
午
後
５
時
３０
分
～ 

・
楽
器
指
導
協
力 

６
月
～
３
月 

 

日
光
市
立
今
市
第
三
小
学
校 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部 

６
月
25
日
（
日
） 

 

日
光
市
立
落
合
西
小
学
校 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部 

２
月
26
日
・
７
月
９
日
他
数
日 

 

栃
木
県
立
今
市
高
等
学
校
吹
奏
楽
部 

７
月
30
日
（
日
） 

 

日
光
市
立
日
光
小
学
校
吹
奏
楽
部 

・
練
習
活
動 

 

毎
週
土
曜
午
後
６
時
～
９
時 

 

場
所
：
市
内
公
民
館
等 

・
そ
の
他 

１２
月
12
日
（
火
） 

 

日
光
市
文
化
協
会
日
光
支
部
視
察
研
修 

 

希
望
者
の
み
参
加 

会 

活 

動 

紹 

介 
石
戸
絹
江
（
松
波
）
第
74
回
毎
日
書
道
展 

秀
作
賞
「
瓌
姿
艶
逸
」(

100×

100) 

風
間
眞
佐
子
（
香
泉
） 

栃
木
県
芸
術
祭 

入
選 

杜
甫
詩(

175×

55) 



（９） 文化のつどいにっこう  

 

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ニ
ス
モ 

７
月
２
日
（
日
） 

 
中
禅
寺
湖
船
上
ラ
イ
ブ 

開
催 

 
 

中
禅
寺
湖
遊
覧
船 

10
月
15
日
（
日
） 

 

日
光
市
民
文
化
祭 

出
演 

 
 

日
光
市
今
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル 

・
練
習
活
動 

毎
週
１
回
19
時
～
21
時 

 

場
所
：
市
内
公
民
館
等 

 ◎
邦
楽 

日
光
山
勢
松
韻
会 

日
光
地
区
小
中
学
校 

邦
楽
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
琴
指
導 

青
木 

源
勢 

髙
橋 

美
由
勢 

岡
村 

嘉
勢 

小
西 

秀
子 

 
 日

光
地
区
小
中
学
校 

 

邦
楽
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
三
弦
指
導 

持
田 

耿
勢 

坂
井 

ヒ
ト
ミ 

山
田 

澄
江 

９
月
18
日
（
月
） 

 

敬
老
の
日 

琴
、
三
絃
演
奏 

 
 

宇
都
宮
市
宮
の
里
ケ
ア
ハ
ウ
ス 

10
月
14
日
（
土
） 

 

日
光
市
民
文
化
祭 

出
演 

 
 

日
光
市
今
市
文
化
会
館 

 

◎
マ
ジ
ッ
ク 

マ
ジ
ッ
ク
１
・
２
・
３ 

星 

笑
楽 

１
月 

 
 

マ
ジ
ッ
ク
お
楽
し
み
会 

西
那
須
野
幼
稚
園 

２
月 

 

43
期
生
懇
親
会
シ
ル
バ
ー
大
学
中
央
校 

 
 

木
曽
路
宇
都
宮
店 

 

新
春
芸
能
発
表
会 

 
 

日
光
市
今
市
文
化
会
館 

３
月 

 

放
課
後
児
童
教
室 

 
 

宇
都
宮
西
が
丘
小
学
校 

４
月 

 
日
光
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

 
 

日
光
公
民
館 

６
月 

 

い
ろ
ハ
ス 

 
 

下
野
市
石
橋
支
援
事
業
所 

８
月 

 

シ
ル
バ
ー
大
学
学
校
祭 

 
 

シ
ル
バ
ー
大
学
中
央
校 

 

シ
ル
バ
ー
大
学
中
央
校
演
芸
会 

 
 

宇
都
宮
市
教
育
会
館 

 

夏
ま
つ
り
マ
ジ
ッ
ク
会 

 
 

今
市
ウ
ェ
ー
ブ 

 

宇
都
宮
文
化
協
会
親
子
マ
ジ
ッ
ク
教
室 

 
 

宇
都
宮
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

宇
都
宮
市
戸
祭
小
学
校 

 
 

学
童
保
育
こ
ど
も
の
家 

９
月 

 

栃
木
県
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
大
会 

 
 

宇
都
宮
パ
ル
テ
ィ 

宇
都
宮
文
化
協
会
ま
つ
り 

 
 

オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア 

10
月 

 

日
光
市
民
文
化
祭 

 
 

日
光
市
今
市
文
化
会
館 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会 

シ
ル
バ
ー
大
学
中
央
校 

 

今
市
森
友
文
化
祭 

 
 

森
友
公
民
館 

 

 

栃
木
県
自
動
車
整
備
振
興
会 

マ
イ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

宇
都
宮
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ 

 

ダ
ン
ス
と
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
む
会 

宇
都
宮
そ
よ
風 

11
月 

 

安
良
沢
小
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

日
光
市
安
良
沢
小
学
校 

 

日
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会 

 
 

日
光
市
今
市
文
化
会
館 

 

さ
く
ら
市
子
育
て
支
援
塾 

 
 

み
つ
ば
ち
笑
店 

 

日
光
老
人
ク
ラ
ブ
発
表
会 

 
 

日
光
福
祉
セ
ン
タ
ー 

12
月 

 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

 
 

宇
都
宮
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
か
ら
ぎ 

 

日
光
市
国
際
交
流
協
会 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

 
 

日
光
市
役
所 

 

シ
ル
バ
ー
大
学
43
期
生
忘
年
会 

 
 

東
日
本
ホ
テ
ル 

 

学
童
保
育
子
ど
も
の
家
ク
リ
ス
マ
ス
会 

 
 

宇
都
宮
細
谷
小
学
校 

 令
和
六
年
度
活
動
案
内 

※
予
定
の
内
容
を
含
み
ま
す
。 

◎
華 

道 
晃
華
会 

８
月
末 
日
光
市
民
文
化
祭 

出
品 

 ◎
書 

道 

日
光
書
道
連
盟 

４
月 

書
展
（
朴
豊
会
）
見
学
会 

８
月 

日
光
市
民
文
化
祭 
出
品 

３
月 

日
光
書
道
連
盟
展 
開
催 

 ◎
声
楽 

ピ
ノ
キ
オ
コ
ー
ラ
ス 

８
月
末 

日
光
市
民
文
化
祭
出
演 

 

コ
ー
ラ
ス
わ
た
す
げ 

５
月 

 

団
員
交
流
会 

８
月
末 

日
光
市
民
文
化
祭 

出
演 

そ
の
他
、
老
健
慰
問
な
ど 

◎
茶
道 

和
敬
会 

８
月
末 

日
光
市
民
文
化
祭 

接
待 

10
月
６
日
（
日
） 

日
光
茶
会 

 ◎
器
楽 

日
光
吹
奏
楽
団
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
） 

・
演
奏
活
動 

８
月
末 

 

第
72
回
日
光
市
民
文
化
祭 

出
演 

 

会
場
：
日
光
市
今
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

12
月
１
日
（
日
） 

 

日
光
吹
奏
楽
団 

主
催 

 

結
成
40
周
年
記
念
演
奏
会 

 

 

会
場
：
日
光
市
今
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

 

時
間
：
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
開
場
） 

 

入
場
無
料 

 

・
練
習
活
動 

毎
週
土
曜
午
後
６
時
～
９
時 

 

場
所
：
市
内
公
民
館
等 

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ほ
か
、
日
光
吹
奏
楽

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照 

h
ttp

://
www

.hi
-ho

.ne
.jp

/nb
c-h

p/ 

 

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ニ
ス
モ 

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬 

中
禅
寺
湖
船
上
ラ
イ
ブ 

開
催 

 
 

中
禅
寺
湖
遊
覧
船 

８
月
末 

 

日
光
市
民
文
化
祭 

出
演 

 

日
光
市
今
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

12
月 

 

ニ
ス
モ
演
奏
会 

開
催 

 

◎
邦
楽 

日
光
山
勢
松
韻
会 

６
月
～
翌
１
月 

日
光
地
区
小
中
学
校 

邦
楽
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
指
導 

８
月
末 

日
光
市
民
文
化
祭 

出
演 

 

◎
マ
ジ
ッ
ク 

マ
ジ
ッ
ク
１
・
２
・
３ 

２
月 

 

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
駒
生
園 

さ
く
ら
市
第
16
回
狭
間
田
地
区
サ
ロ
ン
会 

 

宇
都
宮 

そ
よ
風 

 

今
市 

は
ば
た
き
イ
ベ
ン
ト 

７
月 

 

栃
木
県
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
大
会 

 

宇
都
宮
大
衆
芸
能
祭 

お
も
し
ろ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー 

８
月 

 

宇
都
宮
文
化
協
会 

親
子
マ
ジ
ッ
ク
教
室 

９
月 

 

宇
都
宮
文
化
協
会
ま
つ
り 



 文化のつどいにっこう （１０） 

 

 

文
化
協
会
日
光
支
部
役
員
名
簿 

支
部
長 

 

千 

田 

孝 

明 

副
支
部
長 

小 

島 

喜
美
男 

 
 

 
 

 

石 

戸 

絹 

江 

篠 

原 

久 

生 

理 

事 
 

篠 

﨑 

正 

子 

 
 

 
 

 

青 

木 

佐
代
子 

 
 

 
 

 

中 

麿 

輝 

美 

 
 

 
 

 

高 

橋 

忠 

吉 

 
 

 
 

 

星 
 

 
 

 

一 

監 

事 
 

小 

平 

佳 

子 

 
 

 
 

 

中 

野 

弘 

行 

機
関
誌
編
集
委
員 

 
 

 
 

 

千 

田 

孝 

明 

 
 

 
 

 

小 

島 

喜
美
男 

 
 

 
 

 

石 

戸 

絹 

江 

 
 

 
 

 

篠 

﨑 

正 

子 

 
 

 
 

 

小 

平 

佳 

子 

 
 

 
 

 

中 

野 

弘 

行 

 

題 

字 

（故
）
千 

田 

孝 

信 

師 

カ
ッ
ト
提
供 

造
形
グ
ル
ー
プ
「
青
光
会
」 

ピノキオコーラス 

日光和敬会 

晃華会 

安良沢小学校 PTAのママさんコーラスから始まり、 

約 40年が経ちました。会員数は約 30名。目標は 

市民文化祭です。昨年はチャペルでコンサートをしました。 

音楽の好きな方、ぜひ入会お待ちしてます。 

日光和敬会は旧日光市内で活動する３つの流派、 

表千家、裏千家、大日光茶道学会からなる団体です。 

日光市民文化祭や公民館まつり、日光茶会などの行事で 

市民の皆さまにお茶席を体験いただいています。 

伝統ある日本の文化。 

抹茶とお菓子とともに厳かな時間を味わっていただければ幸いです。 

 

晃華会は、普段は流派ごとに活動している 3つの団体、 

昇玉流、小原流、龍生派からなります。合わせて 24名の会 

員が合同で日光市民文化祭に作品を展示しています。 

私が所属している龍生派は、令和５年１１月に馬頭広重美

術館の学芸員の方とのご縁で、美術館エントランスに大作を展示いたしました。７名で制作にあた

り、花材はコウテン桑、藤蔓、漂白柳、竹、棕櫚、大王松を用いています。 

大変に貴重な経験をさせていただきました。 


